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＜連絡事項＞

· 5/24（金）通所リハビリテーション新棟の物品購入の為、下館GOMが13：30から買出しに行く予定。

＜通所リハビリテーションが新棟に移動するにあたって＞

○搬入の進行状況

· 本日、デイケア新棟に椅子、運動器具の搬入が完了。

○移動後について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· タイムカード、休憩所、ロッカー、鍵の保管場所は病院で行う事。

· スリッパは禁止となり、靴は3種類（室内用、外用、3階用）必要となる。

· 掲示物はラックやファイルなどを利用して整理する予定。

· 現在の通所リハビリテーションに一度集まっていただいてから、新棟へ移動するということを検討

している。今後もメンバーの集まって頂く場所や方法について検討を行っていく。

＜外来情報＞

· 上川原　豊様～　うみねこ幸房で畑に行って来たと話す。花粉症については良くなったとのことで、　　

薬は止めとなっている。

· 川口　八寿子様～先週から眠気あり「朝、起きれない。」と話す。睡眠時間は22：30～8：20との

こと。先週の血液検査の結果は、やや基準値よりも血中濃度が低いが、現在の処方のまま継続していく。顎にできた湿疹については皮膚科から漢方薬（コタローN314）処方あり。産婦人科の定期受診については5/18に受診予定。

· 番沢　政勝様～　青風荘では食事当番など色々な係りがあって忙しいと話す。

· 村上　元道様～　「5/24（金）に青山荘からの紹介で草刈のバイトを行う為、デイケアを休む。作　　

業は昼頃までで終了する予定」と話される。主治医よりバイト終了後にデイケアへの通所を進められている。

· 種本　サハ様～右手の爪の白癬症が徐々によくなってきたとの事。

· 宮　陽子　様～２～３日前から風邪気味とのこと。風邪症状がある場合には、どの曜日でも問診を

おこなっても良い事を伝えている。精神薬の処方については、主治医に行ってもらう事を確認している。

· 横山　耕生様～「鼻が詰まっているし、だるくてしょうがない。」と話しデイケアを欠席したいと　

主治医に相談している。バイタルサイン異常なし。主治医からデイケアの通所を勧められている。また本人より日中のだるさが消えたが、寝つきが悪くなったと事について主治医に相談しており、就床前薬が増薬となっている。

・井畑　光湖様～リストカットや自己嘔吐は現在していないとのこと。急に周りが気になって不安になる事があると主治医に相談している。服薬の変更について本人と御家族様と話し合い、現在の処方（ﾘｽﾊﾟﾀﾞｰﾙ）のままで行っていくことを本人、御家族様と確認している。次週、採血予定。

＜利用者様情報＞

· 繁名　和恵様～作業に取り掛かると集中し休憩を取る事が出来ない為、適度に休憩を取れるように

声掛け要している。

· 井畑　光湖様～外来前に本人、御家族と話し合いを行っている。

＜本人と話し合った内容＞

①母親に思っている事を伝える事ができない。

②食欲を押さえずに食べたら、満腹感があった。自己嘔吐はしていない。

③母親が本人とのコミュニケーションを取る為、夕食時に晩酌（缶チュウハイ一本）を行っている。

④今日で仕事が落ち着く為、送迎で来週から通所を予定しているとのこと。

＜今後の対応＞

①⇒担当スタッフは本人の意見を母親様に伝えていく。

②⇒食事を食べ過ぎてしまう事については、自己嘔吐もなく本人から満足感があると話しがある事から、無理に食事制限をせずに様子を観察していく。

③⇒本人、ご家族に飲酒と服薬の関係について指導を行っている。

④⇒来所時に本人の様子を観察していく。

面談時、本人の表情は良く、休日にカラオケに行って来たと嬉しそうに話していたとの事。

· 晴山美智子様～本人と面談を実施。

　　　　　　　　　①煙草の遣り取りについて

　　　　　　　　　昨日、メンバーに購入した煙草をあげようとしていた事について振り返り、再度通所では物の遣り取りは禁止していることを伝えている。

　　　　　　　　　②生活状況

家では肉食多く、野菜は少ないとの事。休みの日は現在、体重102㎏。

・木曜日に遊び、金曜日、疲れて就労できないこともある。　　　　　　　　　

・1週間1万円のお小遣いでは足りないので就労の日を増やしたい。

・月曜日の通所日、体調不良や疲れを訴え早めに帰ってしまうことある。

＜対応＞

①⇒通所の約束事ルールの確認

②⇒食事のとり方について見直し

③⇒月曜日に早めに帰ることなく通所する事

・お小遣いが足りなくなってしまうのであれば木曜日に通所するように本人に伝えている。

· 清川　厚子様～通所後すぐにデイケアスタッフに「肩が痛い」「頭が痛い」など訴え、青山荘に　　　　　　

帰りたいと話す。本人と通所目的の確認、通所での状況などの振り返りを行っている。本人との面談の中で生活リズムの確立の必要性、社会性（ルールや規則を守ること）の獲得の必要性を本人に伝えている。本人は「わがままなのはわかってる。でも嫌なのは押さえられない」と話している。話し合いの後、昼食後薬を青山荘に取りに帰っているが、再度通所することが出来ている。

今後の対応策

　　　　　　　　　・各関係機関と情報提供を行う。

　　　　　　　　　・本人からの青山荘への帰りたいと訴えがあった場合には、スタッフと通所目的の確認を行う。









